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Ⅰ 研究主題                                                  

社会に変革を起こす子どもの育成（１年次） 

～情報活用の視点から行う授業改善を中心に位置付けたカリキュラムマネジメント～ 

 

１ 「社会に変革を起こす子ども」について 

 これから先に訪れる今よりもさらに複雑で不確かな時代，その変化に対応するだけでは時代の波に流

されてしまい，自分らしく生きていくことはできない。ＯＥＣＤは「2030 に向けた学習の枠組み」の中

で，複雑で不確かな時代を自分らしく生きていくためには，「変革を起こす力のあるコンピテンシー」が

求められており，そのコンピテンシーを身に付けるためには，新たな価値を創造する力や，対立やジレン

マを克服する力，責任ある行動をとる力が必要であると示している。ＯＥＣＤでは，このコンピテンシー

を中等教育以降に全面展開することを想定している。小学校学習指導要領においては，児童が資質・能力

の三つの柱である「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」が相互に

関係し合うことを活性化するような授業を目指している。そして，そのような授業を繰り返すことで育成

を目指す資質・能力について“児童一人一人に，社会の変化に受け身で対応するのではなく，主体的に向

き合って関わり合い，自らの可能性を発揮し多様な他者と協働しながら，よりよい社会と幸福な人生を切

り拓き，未来の作り手となるために必要な力を育むことに効果的につながっていくようにすることを目

指している”と示されている。つまり，「変革を起こす力のあるコンピテンシー」を身に付けることと，

学習指導要領で目指す資質・能力を育成することとは深く関係している。 

 さらに，「変革を起こす力のあるコンピテンシー」は，本校の学校教育目標の達成とも深く関係してい

る。本校のグランドデザインの中で，学校教育目標に照らして目指す児童像を明記している。本校で目指

すこれらの児童の姿は，新たな価値を作り出すことや，相手の立場を考えて接すること，心身ともに元気

でたくましいことなど，ＯＥＣＤが示した「変革を起こす力のあるコンピテンシー」に必要とされる力と

重なる部分が多くある。そのため，児童が授業において，「変革を起こす力のあるコンピテンシー」を育

成できるような学習を，単元・題材等や学年を超えて積み重ねることにより，本校が目指す「つよく た

だしく かしこい子」を育成できると考えた。 

以上のことから，本研究では，複雑で不確かな未来において児童が自分らしく生きるためには，現在の

社会の中でも，自分なりに「社会に変革を起こす」ことが必要であると考えた。そこで，児童が生きる現

在の社会の中心にある小学校教育を一つの「社会」として捉え，その中で「変革を起こす子ども」の姿を

明らかにしようと考えた。 

 

・社会： 

児童が生きる現在の「社会」及び，これからの複雑で不確かな「社会」。 

本研究は，児童が生きる「社会」の一つである小学校教育の中核に位置付く授業に焦点を当てる。 

・変革を起こす： 

問題解決的な学習において，一人や少人数，学級全体といった多様な規模の他者が納得した上で，

他者の考えを改善すること。 



 小学校教育の中核には授業がある。授業の中で児童は他者と協働的に問題解決を行っている。児童は自

分の考えを伝えることで，他者の考えが改善される経験をしている。このような経験は，自分自身を肯定

する経験であり，自分らしく生きることに自信をもてる経験である。このことから，問題解決的な学習に

おいて「社会に変革を起こす」とは，小学校教育の中核である授業という「社会」の中で，一人や少人数，

学級全体といった多様な規模の他者の考えを改善することであると考えた。また，授業の中で児童は自分

とは同様の，もしくは，異なる考えや考えの根拠をもつ他者と学習を行っており，その中において，自分

の考えだけを大切にして考えを伝えるだけでは，「社会に変革を起こす子ども」とは言えない。本研究に

おける「社会に変革を起こす子ども」は自分の考えを伝え，伝えられた他者が納得した上で，おのずと考

えを改善するよう働きかけることができる。そのためには，伝える立場の児童は他者の思いを考慮するこ

とが必要であるとともに，伝えられる立場の他者も伝える立場の思いを考慮し，その考えを受け取ること

が大切である。つまり，児童同士が互いの考えに影響を与えることを繰り返し，まるで児童たちが響き合

うような姿が現れることが必要である。以上のことから，実践を通して本研究を検証する際には，「社会

に変革を起こす子ども」として捉えた，考えを伝える立場の児童の姿はもちろん，伝えられる立場の他者

の姿にも着目し，児童同士の関わりを相対的に捉え，本研究の妥当性を判断することとする。 

なお，本研究では，児童が単元・題材等における問題解決的な学習の中で，対象に対して見方・考え方

を働かせ，対象から得た情報を基に他者と対話をしながら，問いに対して納得する内容に近付く考えを導

こうとする学びを目指す。これは学習指導要領が目指す主体的・対話的で深い学びであるといえる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

複雑で不確かな時代 学習指導要領 総則編 

児童一人一人に，社会の変化に受け身で対応するのではなく，主体

的に向き合って関わり合い，自らの可能性を発揮し多様な他者と協

働しながら，よりよい社会と幸福な人生を切り拓き，未来の作り手

となるために必要な力を育む 

学校教育目標 

つよく ただしく かしこく 

心身共に元気でたく
ましく，進んで挨拶
し，健康で安全な生
活をする子ども 

ルールやマナーを守
って行動したり，相
手の立場を考えて接
したりできる子ども 

自 ら 問 題 を 見 い だ
し，解決に向けて追
求し続け，協働しな
がら新たな価値を創
り出す子ども 

⼩学校 

授業 

問題解決に 

向けた考え 

社会に変革を起こす子ども 

他者の考えや教材，学習

経験，生活経験等を根拠

にして，考えをもつ 

考えやその根拠を

改善できる 

「社会に変革を起こす子ども」の考えを 

受けた一人や少人数，学級全体の児童 

図１ 「社会に変革を起こす子ども」と学校教育目標，学習指導要領の各段階で目指す姿の関係 



２ 研究副主題 

 ＜情報活用の視点から行う授業改善を中心に位置付けたカリキュラム・マネジメント＞ 

 本校のこれまでの実践の中で，問題解決に向けた考えを伝えた際に，他者を納得させることができた児

童，つまり，本研究における「社会に変革を起こす子ども」に相当する児童からは，次のような思考や姿

を見取ることができた。 

 

 以上の児童の思考や姿から，本研究における「社会に変革を起こす子ども」は，情報活用に長けている

といえる。そこで本研究では，「社会に変革を起こす子ども」の姿が授業の様々な場面で現れるように，

情報活用に視点を当てる。具体的には，情報活用の視点から行う授業改善を中心に位置付けたカリキュラ

ム・マネジメントを提案する。その際，学校教育目標との関連から考える「情報活用の視点から行うカリ

キュラム・マネジメント（全体研究）」と「情報活用の視点を基にしたＩＣＴ活用による授業改善（各教

科等研究）」の二つの側面から研究を進めることとする。 

 

３ 研究内容 

（１）情報活用の視点から行うカリキュラム・マネジメント（全体研究） 

全体研究では，多様な情報を活用するという視点から，各教科等の単元配列や，行事，生活場面等を見

直すというカリキュラム・マネジメントを提案する。教師は授業実践前に，カリキュラムシート（図３）

や年間指導計画から，児童が活用する情報を類型化し，効果的に情報を活用できるように単元・題材等構

想を行う。ここで示しているカリキュラムシートとは，本校における学校行事や各教科等の年間指導計画

等を月ごとに時系列でまとめ，一覧にしたものである。さらに，授業実践後には，児童が活用した情報を

分析し問題解決を行うために必要であった情報を見直し，次年度に向けたカリキュラムシートや年間指

導計画を修正する。また，「社会に変革を起こす子どもの姿」や目指す授業像を教師と児童で共有するた

めに，月に一度「共にわかろう」の振り返り（図４）を実施する。これらのことを行うことにより，教科

等の系統や，他教科や行事等の関連を

深め，授業改善を中核としたカリキュ

ラム・マネジメントを行うことができ

る。なお，カリキュラム・マネジメン

トを行う上で，問題解決的な学習にお

いて，児童が用いる情報を類型化する

観点を図２のように位置付けた。な

お，ＰＤＣＡサイクルの各過程におけ

る具体的な取組（図５）は以下のとお

りである。  

・他者の考えや行為，テキストや資料などから問題解決に必要な情報を収集できる。 

・収集した情報を問題解決のための必要性に照らしたり，情報の内容を読み取ったりするなどの，情

報の吟味ができる。 

・問題解決に向けた考えをもつために，吟味した情報同士の共通点や相違点を見いだしたり，問題解

決に向けた考えをもつきっかけを得たりするなどの情報の関連付けができる。 

・問題解決に向けた考えとして，結び付けた情報を基に解釈をしたり，共通点や相違点を活用したり

するなどの情報の処理，表現ができる。 

PLAN（計画） 

 

ACTION（改善） 

DO（実行） 

 

CHECK（評価） 

【情報を類型化する観点】 

「単元・題材等で新たに扱う情報」「他者の考え」 

「教科等の学習経験」「他教科等の学習経験」 

「学習外の生活経験（行事等）」「家庭での生活経験」

図２ カリキュラム・マネジメントのための情報を類型化する観点 



 

      は，合科，関連（情報活用）

が可能な単元・題材等同士を表している。

図３ 本校 令和２年度 第６学年 カリキュラムシート 



「共
とも

にわかろう」 ふりかえり 

授業
じゅぎょう

の際
さい

の自分
じぶん

の様子
ようす

について，チェックしてみましょう 
◎：よくできた  
○：できた 
△：がんばりたい  

№ チェック項目
こうもく

 ４月
がつ

 ５月
がつ

 ６月
がつ

 ７月
がつ

 

1 進
すす

んで手
て

をあげて発言
はつげん

していますか？         

2 「…です。」「…と思
おも

います。」など，最後
さ い ご

までしっかり話
はな

しています

か？ 
        

3 まわりの友達
ともだち

に向
む

けて聞
き

こえる声
こえ

で発 表
はっぴょう

していますか？         

4 友達
ともだち

の意見
い け ん

を，最後
さ い ご

まで静
しず

かに聞
き

いていますか？         

5 
あいづちをうったりハンドサインを出

だ

したりしながら，友達
ともだち

の 考
かんが

え

を聞
き

いていますか？ 
        

6 自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えと友達
ともだち

の 考
かんが

えの同
おな

じところや違
ちが

うところを見付
み つ

けてい

ますか？ 
        

7 友達
ともだち

とのやりとりを，たくさん 行
おこな

っていますか？         

8 分
わ

からないときに，分
わ

からないと素直
す な お

に言
い

えていますか？         

9 友達
ともだち

に自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えを伝
つた

えて，納得
なっとく

してもらえていますか？         

10 友達
ともだち

の 考
かんが

えを参考
さんこう

にして，自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えや動
うご

き，作品
さくひん

などをよりよく

していますか？ 
        

 

 

※「共にわかろう」振り返りシートについて 

本校の授業理念を教師だけでなく，児童も意識するための項目を示したシートです。このシートを活用

することで，児童が全ての教科等において，この授業理念を意識することができる。 

本研究で目指す児童の姿に特化した項目は「9」「10」の項目です。この項目については，他の単元・

題材等との結び付きが強い，単元・題材等の実施前後で行い，比較することで，本研究の具体的な検証を

行うことができる。 

  

図４ 「共にわかろう」ふりかえりシート 



【情報活用の視点から行うカリキュラムマネジメント チェックシート】 

 ＰＤＣＡサイクルの各過程において，次の項目をチェックしましょう。カリキュラム・マネジメント

は全教員で行います。ただし，具体的な取組は，教科等部が作成した年間指導計画を基に，学年部が行

います。 

ＰＤＣＡ過程 内容（〇） 

実施時期 チェック項目（□） 

  

PLAN 
（計画） 

〇カリキュラムシートの作成 
〇合科・関連の図れる単元・題材等に矢印を記述 
〇「社会に変革を起こす子ども」の育成を目指した授業づくり（単元・題材等で用いる

情報の分析）及び，行事や生活場面の計画 

年度初め・ 
各学期始め 

□ 情報を類型化する観点を確認する。 
「単元・題材等で新たに扱う情報」「他者の考え」 
「教科等の学習経験」「他教科等の学習経験」 
「学習外の生活経験（行事等）」「家庭での生活経験」 
□ 単元・題材等や生活，行事における情報を類型化する各観点に関わる内容を抽出する。 
□ 情報を類型化する観点を基に，単元・題材等や生活，行事を結び付ける。 
□ 授業づくりを行う際に，結び付けた単元・題材等や生活，行事の情報を生かしている。 

  

DO 
（実行） 

〇「社会に変革を起こす子ども」の育成を目指した授業実践及び，行事や生活場面にお
ける実践 

常時 

□ 「社会に変革を起こす子ども」の姿の価値付けを子どもとしている。 
□ 授業の中で「社会に変革を起こす子ども」の姿が現れている。 
□ 「社会に変革を起こす子ども」の姿が現れるための学習指導の工夫は効果的である。 
□ 「社会に変革を起こす子ども」を見取り，称賛している。 

  

CHECK 
（評価） 

〇カリキュラムシート及び単元・題材等の指導評価の計画の見直し 
〇「社会に変革を起こす子ども」の育成を目指した授業実践及び，行事や生活場面の振

り返り 

実践直後 

□ 「社会に変革を起こす子ども」の姿に照らして，児童も教師も学習を振り返る。 
□ 情報を類型化する観点を確認する。 
□ 単元・題材等や生活，行事において，抽出した情報を類型化する各観点に関わる内容

の整合を判断する。 
□ 情報を類型化する各観点を基に，単元・題材等や生活，行事の結び付きの強さを判断

する。 
□ 「社会に変革を起こす子ども」の姿の有無を事実として，学習指導の工夫を検証する。 

  

ACTION 
（改善） 

〇カリキュラムシート及び単元・題材等の指導と評価の計画の修正（行事や生活場面を
含む） 

年度末・ 
各学期末 

□ 情報を類型化する観点を基に，結び付きの強さによって単元・題材等や生活，行事を
位置付けている。 

□ 学習指導の工夫について検証したことを基に，学習指導の工夫を修正したり，新たに
考案したりする。 

図５ 情報活用の視点から行うカリキュラムマネジメント チェックシート 



 

（２）情報活用の視点を基にしたＩＣＴ活用による授業改善（各教科等研究） 

 各教科等部では，単元・題材等の構想や授業実践を行う中で，多様な情報を活用するという視点を基に

「社会に変革を起こす子ども」を目指した学習指導の工夫を行う。学習指導の工夫は，情報活用に長けて

いる児童の思考や姿を基に，情報活用の視点から，【情報の収集】【情報の吟味】【情報の関連付け】【情報

の処理，表現】という局面において設定する。 

 

 

 

 

各教科等部は，問題解決的な学習において各教科等で捉えた「社会を変革する子ども」の姿が現れるた

めに重視すべき局面を位置付け，その局面において有効なＩＣＴ活用を提案する。なお，ＩＣＴ活用の学

習指導の工夫には，発達段階や学習内容に応じて，教師が主導で行うものと，児童が主体で行うもののバ

ランスを考慮し，設定することが必要である。 

 

【情報の収集】 

問題解決に向けた情報 

情報 情報 

【情報の吟味】 

問題解決への必要性や，内容の読み取り 等 

社会に変革を起こす子ども 

【情報の関連付け】 

情報同士の共通点や相違点 

問題解決に向けた考えをもつきっかけ 等 

【情報の処理，表現】 

情報同士の共通点や相違点の解釈・活用  

問題解決に向けた考えをもつ 等 

問題解決に

向けた考え 

 

・資料の提示 

・児童の活動の様子や作品の

紹介 

・教師の模範 

 

・収集をした情報の共有 

・外部講師との交流 

・考えや動き，作品等の前後

の比較 

 

・資料の収集 

・観察や記録 

・画像や動画の制作 

・協働制作 

・シミュレーション 

・問題解決に向けた考えの 

整理・検討 

 

教 師 児童 

図６ 「社会に変革を起こす子ども」の思考や姿を基にした，情報活用の四つの局面 

図７ ICT 活用の学習指導の工夫 


